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１２

　

本
年
、
東
郷
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
が
、
発
足
10
周
年

と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
皆
さ
ま
方
に
は
、
地
域
の
よ
り
よ
い
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
展
開
さ
れ
、
他
地
区
の
モ
デ

ル
と
な
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
は

「
元
気
な
市
民
と
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念

に
据
え
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
は
、
ま
さ
に
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
で

あ
り
ま
す
。

皆
様
が
力
を
合
わ
せ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
が
、
宗
像
市
全
体
の
活
性
化
に
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
「
東
郷
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
に
基
づ
き
、
事
業
・

活
動
を
実
施
に
移
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
取
り
組
ま
れ
ま
す
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ

ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
皆
様
方
の
ご

健
勝
、
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

祝　

辞
宗
像
市
長

谷
井　

博
美

　

物
事
の
実
現
を
人
に
例
え
ま
す
と
、
ま
ず
胎
動
の
時
期
が
あ
り
、
産

み
の
苦
し
み
を
経
て
、
無
事
出
生
と
な
り
ま
す
が
、
当
協
議
会
は
平
成

15
年
11
月
、
こ
の
手
順
を
通
っ
て
発
足
に
至
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
め
で
た
く
10
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
組
織
発
足
の
た
め
、

大
変
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
諸
先
輩
と
ご
指
導
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
市

当
局
の
関
係
者
の
皆
様
、
そ
し
て
お
知
恵
を
い
た
だ
い
た
で
あ
ろ
う
先
発

協
議
会
の
関
係
者
の
皆
様
に
、
今
日
世
話
役
を
受
け
持
つ
者
と
し
て
、

心
か
ら
敬
意
を
表
し
、
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
10
年
、
4
代
の
会
長
様
を
中
心
と
し
て
当
協
議
会
の
活
動
を

先
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
各
自
治
会
代
表
者
、
外
関
係
者
、
事
務
局
の

皆
様
に
は
そ
の
後
の
育
て
の
苦
労
役
を
努
め
て
い
た
だ
き
、
改
め
て
お
礼

と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

お
陰
を
持
ち
ま
し
て
、
当
協
議
会
は
内
部
の
構
え
も
4
部
会
と
し
て

整
え
ら
れ
、
順
調
な
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
す
が
、

会
が
こ
の
度
、
社
会
的
に
真
の
信
頼
、
評
価
を
得
る
た
め
に
は
、
な
お

一
段
の
施
策
推
進
努
力
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
感
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

安
全
安
心
の
近
隣
社
会
の
構
築
が
会
員
の
多
く
の
皆
様
の
異
論
の
な
い

大
き
な
一
つ
の
目
標
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
現
下
の
少
子
、
高
齢
化

の
進
む
中
で
、
こ
の
現
実
と
ど
の
よ
う
に
調
和
を
図
っ
て
い
く
か
、
施
策

の
工
夫
に
皆
様
か
ら
の
お
知
恵
を
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

挨　

拶

東
郷
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

               

運
営
協
議
会
会
長

石
田　

剛
明

 

東
郷
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
創
立
10
周
年

と
聴
き
、
全
国
に
先
駆
け
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ま
れ
た
原
田
元
市
長
の
功
績
を
思
い
出
す
。
情

熱
的
で
積
極
的
に
推
進
さ
れ
、
市
の
吏
員
も
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
た
と
思
う
。
ま
ち
づ

く
り
の
原
動
力
と
な
り
、
現
在
も
発
展
し
て
い
る

と
思
う
。
原
田
元
市
長
の
思
い
は
、
宗
像
は
ひ
と

つ
で
あ
っ
た
は
ず
。
い
つ
し
か
、
宗
像
に
ふ
た
つ
の
市

が
で
き
て
、
宗
像
は
ひ
と
つ
と
い
う
言
葉
を
聞
か
な

く
な
っ
た
。
〝
沖
ノ
島
〟
、
〝
宗
像
三
女
神
〟
、

〝
宮
地
嶽
神
社
〟
、
〝
宗
像
七
浦
〟
、
〝
四
塚
〟
、

〝
許
斐
山
〟
、
〝
鎮
国
寺
〟
、
〝
小
早
川
隆
景
菩

提
寺
〟
、
〝
勤
王
の
志
士
早
川
勇
〟
等
々
、
宗
像

古
来
の
歴
史
遺
産
は
掘
り
起
こ
す
必
要
が
あ
る
。

今
の
ま
ま
だ
と
、
古
里
は
文
明
の
か
な
た
に
消
え

て
し
ま
う
。

　

そ
う
い
う
現
代
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
日
夜
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
の
設
立
草
案
づ
く
り
、

規
約
、
ま
ち
づ
く
り
部
会
、
公
民
館
活
動
部
会
、

青
少
年
育
成
部
会
、
健
康
福
祉
部
会
の
運
営
規
則

の
成
案
に
努
力
さ
れ
た
事
務
局
員
の
功
績
を
10
周

年
に
際
し
た
た
え
た
い
。第

2
代
会
長 

菅　

義
治

　

〝
コ
ミ
セ
ン
を
い
ち
ば
ん
支
え
た
ひ
と
た
ち
へ
〟

～設立当時の記憶～
　

自
分
達
が
住
む
地
域
は
、
自
分
達
で
守
り
守

ら
せ
る
。

　

東
郷
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
設
立
は
、
平
成
15

年
11
月
1
日
に
区
会
長
を
中
心
に
運
営
委
員

会
、
役
員
会
、
市
職
員
等
の
出
席
の
基
に
設

立
総
会
を
実
施
し
、
多
く
の
議
題
に
つ
い
て
審

議
を
行
い
、
万
条
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
て
、

東
郷
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
設
立
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

　

早
い
も
の
で
1
年
目
を
目
前
に
し
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
約
1
年
間
で
4
つ
の
部
会
組
織
が
完

成
し
、
今
現
在
、
月
に
1
～
2
度
の
会
合
が

行
わ
れ
、
部
会
活
動
も
軌
道
に
乗
っ
て
来
た
と

こ
ろ
で
す
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
更
に
発
展
さ

せ
る
に
は
、
人
と
人
と
が
ふ
れ
あ
い
、
考
え

や
意
見
を
気
軽
に
言
え
る
雰
囲
気
が
必
要
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

自
分
た
ち
の
町
は
自
分
達
で
住
み
や
す
く
す

る
、
明
る
く
す
る
、
そ
し
て
活
動
に
参
加
す

る
人
に
や
っ
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
街
づ
く
り
を
行
い
、
東
郷
地

区
の
今
後
の
発
展
の
為
に
現
状
に
あ
ま
え
ず
、

一
歩
前
進
し
て
行
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

お
互
い
の
幸
福
の
た
め
に
、
力
を
合
わ
せ
て
頑

張
ろ
う
。

初
代
会
長 

池
園　

五
郎

（
平
成
16
年
11
月
発
行　

創
刊
号
よ
り
引
用
）

歴
代
役
員
一
覧

（
３
、
４
頁
に
続
く
）



14 地区比較表

３４

東郷駅

大社鳥居

大井ダム

東
郷
地
区 

今
昔

（昭和 37 年頃 東郷橋付近）

（昭和 50 年 3 月）

宗像町役場（昭和 50 年頃）

宗像市制施行パレード （昭和 56 年）

自治区別人口世帯数状況表

10 年前 （平成 15 年 11 月末）

 現  在   （平成 25 年 11 月末）

( 人 ) ( 戸 ) ％ ％

％

（平成 24 年 4 月）



平
成
14
年

(
２
０
０
２
年)

５６

東
郷
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
準
備
委
員
会
設
立

（
10
回
開
催
）

8
月

平
成
15
年

(

２
０
０
３
年)

旧
宗
像
市
と
旧
玄
海
町
が
合
併
し
、
新
し
い
宗
像
市
が

誕
生

（
１
日
）

合
併
後
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業
を
継
承

３
地
区

（
赤
間
、
河
東
、
東
郷
）
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営

協
議
会
を
設
立 

（
東
郷

：
１１
月
１
日
発
足
）

9
月

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
建
設
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

                             

（
16
年
1
月
ま
で
6
回
開
催
）

11
月

運
営
協
議
会
設
立
総
会

（
於

：
宗
像
市
役
所
会
議
室
）

12
月

平
成
16
年

(

２
０
０
４
年)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
用
地
造
成
工
事
着
工

平
成
17
年

(

２
０
０
５
年)

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
交
付
規
則
を
制
定

　
　
　
　
　
　
　
　

            
（
行
政
区
長
委
嘱
制
度
廃
止
）

6
月

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
建
築
工
事
着
工

平
成
18
年

(

２
０
０
６
年)

3
月

宗
像
市
市
民
参
画
、
協
働
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

推
進
に
関
す
る
条
例
を
施
行

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
の
本
格
的
な
導
入

                           

（
各
種
補
助
金
の
統
合
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ･

セ
ン
タ
ー
東
郷
会
館
竣
工

               

（
市
内
6
番
目
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
）

４
月

セ
ン
タ
ー
開
館
記
念
式
典(

1
日)

セ
ン
タ
ー
貸
館
を
開
始(

4
日)

あ
ひ
る
ク
ラ
ブ
・
巡
回
健
康
相
談
開
始

（
於
コ
ミ
セ
ン
）

七
夕
か
ざ
り
作
り

コ
ミ
セ
ン
図
書
の
貸
し
出
し
開
始

第
1
回
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

4
月

7
月

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
本
構
想･

基
本
計
画
を
策
定

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
と
う
ご
う
」
が
市
の
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
で
奨
励
賞
を
受
賞

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
開
催

コ
ミ
セ
ン
駐
車
場
の
舗
装
化
完
成

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
と
う
ご
う
」
が
市
の
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞
を
受
賞

「
夏
ま
つ
り
東
郷
２
０
０
９
」
が
大
雨
の
た
め
中
止

東
郷
地
区
自
主
防
災
会
を
立
上　

組
織
編
成
表
完
成

シ
ル
バ
ー
農
園
が
健
康
福
祉
部
会
へ
参
画

交
通
安
全
指
導
員
会
が
ま
ち
づ
く
り
部
会
へ
参
画

「
東
郷
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
策
定

コ
ミ
セ
ン
に
太
陽
光
発
電
装
置
を
設
置

地
域
子
ど
も
会

・
ク
リ
ス
マ
ス
会

第
16
回 

九
州
実
業
団
対
抗
女
子
駅
伝
大
会(

5
日)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
東
郷
会
館
オ
ー
プ
ン
５
周
年

東
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
10
年
を
迎
え
る

田
熊
石
畑
遺
跡

「
い
せ
き
ん
ぐ
宗
像
」
が
プ
レ
オ
ー
プ
ン

大
井
南
自
治
会
が
設
立

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
と
う
ご
う
」
が
市
の
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

東
郷
コ
ミ
セ
ン

「
敬
老
お
祝
い
会
」
を
開
始

コ
ミ
セ
ン
前
の
都
市
計
画
道
路
宗
像
福
間
線
が
開
通

                                                       

（
19
日)

「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

（
地
域
子
ど
も
教
室
）
」
開
始

東
郷
コ
ミ
セ
ン
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
決
定

コ
ミ
セ
ン
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置

新
春
の
集
い
で
10
周
年
記
念
式
典
を
実
施

第
1
回

「
秋
季
文
化
祭
」
開
催(

5
日)

「
東
郷
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
の
見
直
し
実
施

第
1
回

「
新
春
の
集
い
」
開
催(

11
日)

東
郷
コ
ミ
セ
ン
で
、
住
民
票
等
の
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

東
郷
駅
北
口
駅
前
広
場
を
都
市
計
画
決
定(

2
日)

小
川
洋
県
知
事
が

「
ふ
る
さ
と
訪
問
」
で
来
館

6
月

田
熊
石
畑
遺
跡
が
国
史
跡
の
指
定
を
受
け
る

ふ
れ
あ
い
バ
ス
が
東
郷
コ
ミ
セ
ン
に
乗
り
入
れ
開
始

　

「
飲
酒
運
転
撲
滅
宣
言
」
の
取
り
組
み

                                     

（
３
２
１
８
筆
の
署
名
）

9
月

10
月

12
月

平
成
19
年

(

２
０
０
７
年)

11
月

平
成
20
年

(

２
０
０
８
年)

9
月

10
月

平
成
21
年

(

２
０
０
９
年)

1
月

4
月

平
成
22
年

(

２
０
１
０
年)

平
成
23
年

(

２
０
１
１
年)

7
月

10
月

11
月

平
成
24
年

(

２
０
１
２
年)

平
成
25
年

(

２
０
１
３
年)

2
月

7
月

11
月

2
月

3
月

2
月

1
月

9
月

4
月

11
月

4
月

3
月

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
と
う
ご
う
」
が
市
の
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞
を
受
賞

11
月

コミュニティ ・ センター建設ワークショップ

センター建設工事

センター開館式典

文化祭ステージ

飲酒運転撲滅宣言

いせきんぐ宗像プレオープンふれあいバス コミセン乗り入れ

小川福岡県知事 コミセンに来館

平
成
26
年

(

２
０
１
４
年)

1
月

（平成 15 年）

（平成 17 年）

（平成 18 年）

（平成 25 年）

（平成 23 年）
（平成 24 年）

（平成 23 年）
（平成 25 年）

北
部
福
岡
緊
急
連
絡
管(

水
道
水)

工
事
完
成

3
月

4
月

1
月

5
月

3
月

4
月



７８

ま
ち
づ
く
り
部
会

　

ま
ち
づ
く
り
部
会
は
協
議
会
組
織
内
の
一
つ
で
あ
り
、

お
互
い
の
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
豊
か
で
活
力
あ
る
、

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

部
会
は
区
長
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
消
防
団
、
商

工
会
、
交
通
安
全
指
導
委
員
会
そ
の
他

（
有
識
者
）

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
部
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
、

　

①
地
域
内
一
斉
清
掃
事
業

　

②
ゴ
ミ
減
量

・
分
別
収
集

　

③
環
境
保
全
事
業

　

④
公
害
対
策
事
業

　

⑤
地
域
内
防
災
活
動
事
業

　

⑥
交
通
安
全
、
防
犯
対
策
事
業

　

⑦
地
域
づ
く
り
事
業

　

⑧
そ
の
他
目
的
達
成
に
必
要
な
事
項

 　

を
協
議
し
て
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
具
体
的
活
動
と
し
て
は
、
自
主
防
災
組
織

づ
く
り
、
田
熊
石
畑
遺
跡
対
策
、
東
郷
駅
北
口
整

備
対
策
、
大
井
ダ
ム
整
備
対
策
、
河
川
の
一
斉
清
掃
、

地
域
懇
談
会
、
防
災
マ
ッ
プ
作
り
、
部
会
研
修
、

交
流
会
な
ど
が
あ
り
、
継
続
、
活
動
中
で
す
。

部
会
長　
　

水
上　

勝
則

青
少
年
育
成
部
会

　

青
少
年
育
成
部
会
は
、
『
青
少
年
の
健

全
育
成
活
動
の
推
進
』
を
目
標
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
部
会
は
、
各
自
治
会
の
青
少

年
育
成
会

・
青
少
年
指
導
員
会

・
子
ど

も
会
育
成
会

・
東
郷
小
学
校
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ

地
域
委
員

・
中
央
中
学
校
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
地

域
委
員

・
主
任
児
童
委
員

・
地
域
サ
ポ
ー

タ
ー
で
構
成
さ
れ
各
種
の
事
業
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

育
成
部
会
の
主
な
事
業
は
、
子
ど
も
み

こ
し
、
夏
ま
つ
り
東
郷
、
ど
ん
ど
焼
き
、

街
頭
パ
ト
ロ
ー
ル
、
あ
ひ
る
ク
ラ
ブ
、
地
域

子
ど
も
教
室
、
ド
ッ
ジ
ビ
ー
大
会
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
性
を
活
か
し
た
将

来
に

『
夢
を
持
て
る
・
活
気
あ
る
』
青
少

年
育
成
活
動
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

部
会
長　

天
野　

勤

健
康
福
祉
部
会

　

健
康
福
祉
部
会
は
、

　

①
民
生

・
児
童
委
員
会　

　

②
福
祉
会　

　

③
ヘ
ル
ス
推
進
員　

　

④
老
人
ク
ラ
ブ

　

⑤
食
生
活
改
善
推
進
委
員

　

⑥
シ
ル
バ
ー
農
園

　

⑦
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　

⑧
有
識
者

　

 

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

健
康
で
明
る
い
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
お
互
い
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
は
、
料
理
教
室

・
夏
ま
つ
り

東
郷

・
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

・
医
療
講

演
会
・
福
祉
講
演
会
・
歩
こ
う
会
・
秋
季
文
化
祭
・

お
手
玉
大
会
な
ど
で
す
。

　

今
後
も
コ
ミ
セ
ン
主
催
行
事
へ
積
極
的
に
参
画
し
、

豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

部
会
長　
　

綱
脇　

公
子

公
民
館
活
動
部
会

　

公
民
館
活
動
部
会
は
、
14
地
区
自
治
公

民
館
長
で
構
成
す
る
部
会
で
す
。

　

主
要
目
標
と
し
て
、
〝
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

事
業
の
推
進
と
地
域
間
交
流
の
活
性
化
〟

を
掲
げ
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会

（
健
康
福
祉
部
会
共
催
）
・
親
善

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

・
年
末
餅
つ
き
・
ど

ん
ど
焼
き

（
青
少
年
育
成
部
会
共
催
）

親
善
囲
碁
大
会
等
々
、
地
域
の
方
々
並
び

に
関
係
者
の
協
力
を
い
た
だ
き
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
事
業
を
通
じ
て
、
皆
様
方
の
出

会
い
の
き
っ
か
け
に
な
り
、
さ
ら
に
強
い
つ

な
が
り
に
な
る
よ
う
に
願
っ
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

部
会
長　

吉
田　

誠

親善囲碁大会

自主防災組織づくり推進事業地域清掃活動

地域子ども教室 「かかしづくり」

はじめてのヨガお手玉教室

親善ソフトボール大会 子どもみこし



９１０

広
報
委
員
会

事
務
局

　

広
報
委
員
会
は
、
東
郷
地
区
住
民
の
連
帯

や
協
調
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
、
必
要
な
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
は
、
役
員
会
か
ら
2
人
、
4
部
会

か
ら
各
２
人
、
有
識
者
若
干
名
の
選
出
で
構

成
さ
れ
、
委
員
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

の
事
業
と
し
て
、

①
広
報
紙
の
編
集

・
発
行

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
学
習
・
調
査
・

　

 

研
究

③
そ
の
他
広
報
委
員
会
の
目
的
達
成
に
必
要 

 　

な
事
項

    

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
広
報
紙
の

「
東

郷
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
よ
り
」
、
「コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

セ
ン
タ
ー
と
う
ご
う
」
（
2

・
6

・
10
月
号
）

を
両
面
カ
ラ
ー
印
刷
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
12
月
か
ら
は
、
東
郷
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

し
、
更
な
る
地
域
情
報
の
発
信
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
26
年
1
月
に
は

「
東
郷
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
運
営
協
議
会
発
足
10
周
年
記
念
誌
」
を

発
行
し
ま
す
。

　

現
在
、
事
務
局
長
は
じ
め
事
務
局
員
8
人
体
制
で
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

田
熊
町
公
民
館
の
仮
事
務
所
時
代
は
2
人
。
協
議
会
発
足
直
後
で
は
3
人
で

業
務
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
4
月
、
東
郷
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
し
て
東
郷
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
が
開
館
し
ま
し
た
。
以
来
現
行
の
体
制
で
各
種
業
務

を
遂
行
し
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
の
運
営
と
管
理
、
協
議
会
の
4
部
会
と
広
報
委
員
会
や
各
実
行
委

員
会
の
活
動
を
分
担
し
補
佐

的
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。  

　

年
々
各
部
会
活
動
や
催
事

が
活
発
に
な
り
、
又
夏
ま
つ

り
東
郷
や
秋
季
文
化
祭
な
ど

全
体
行
事
も
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
部
会
員
の

方
や
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力

と
ご
理
解
を
い
た
だ
き
し
っ
か

り
と
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

利 用 料 金

【休館日】 毎週月曜日

８月１３日～１５日

１２月２８日～１月４日

☆　使用料金欄 ： （　）内料金は、ご利用日前１週間以内のキャンセル料となります。

                         当日キャンセルの場合は、使用料金の全額をいただくことになります。

中会議室 カルチャー

ルーム
大会議室

中 庭

小会議室１ 小会議室２

調
理
室

和
室
１

和
室
２

キッズ

ルーム

多目的ホール１ 多目的ホール２

事 務 所
コミュニティ
ルーム

ラ
ウ
ン
ジ

ラ
ウ
ン
ジ

ロ
ビ
ー

倉

庫

倉

庫

倉庫

中会議室
大会議室

ロ
ビ
ー

倉

庫

倉

庫

カルチャー
ルーム 多目的

トイレ

ロ

ビ

ー

ラ
ウ
ン
ジ

事 務 所
コミュニティ

ルーム

多目的ホール

１

多目的ホール

２

キッズ

ルーム和 室

１

和 室

２

小会議室

１

小会議室

２

ラ
ウ
ン
ジ

調

理

室

倉 庫

中　　庭

芝生広場

エントランス

（喫煙コーナー）

【 館 内 ご 案 内 】
　　☆　喫煙コーナーは、中庭にあります。

　　☆　多目的トイレは、子どもトイレ・おむつ交換台・オストメイト用設備があります。

　　☆　館内でのご飲食は、ラウンジ・芝生広場・調理室・和室でお願いします。

【 利用時間帯】 朝・昼・夜の３区分に分かれています。

朝 ９時～１３時まで ／ 昼 １３時～１７時まで ／ 夜 １７時～２１時まで

☆　準備・後片付け・退室まで含めての使用時間です。

東郷コミュニティ・
センター

使用料金
1区分につき

照明使用料
１区分につき

冷暖房使用料
１区分につき

備品使用料金 備　　　考

多目的ホール1 720円 (360) 310円 720円
ピアノ　500円
音 響　230円

多目的ホール2 680円 (340) 310円 680円 卓球台（3台）200円

多目的ホール1・2 1,400円 (700) 620円 1,400円 照明のみ1・2ごとの使用可

調理室 300円 (150) 150円 300円 ＩＨコンロ  110円

和室1 360円 (180) 150円 360円

和室2 360円 (180) 150円 360円 炉　100円

和室1・2 720円 (360) 300円 720円 照明のみ1・2ごとの使用可

カルチャールーム 600円 (300) 150円 600円 テーブル　２／ソファ１７脚

大会議室 800円 (400) 150円 800円 テーブル１０／椅子３０脚

大会議室（1/2） 400円 (200) 150円 400円

中会議室 500円 (250) 150円 500円 テーブル　９／椅子２５脚

小会議室1 360円 (180) 150円 360円 テーブル　７／椅子１９脚

小会議室2 360円 (180) 150円 360円 テーブル　６／椅子１８脚

事
務
局
長　
　

山
田　

久

広
報
委
員
長　
　

柴
田　

正
勝

最優秀賞
優秀賞

奨励賞 ( 平成 20 年 ) ( 平成 21 年･平成 25 年 )

( 平成 22 年 )
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